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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遠隔制御装置を用いて電子機器を制御する方法であって、
　前記電子機器と前記遠隔制御装置との間に、データ信号及び音声信号を伝送可能な無線
通信リンクを確立するステップと、
　前記遠隔制御装置において音声信号を受信するステップと、
　前記音声信号を前記遠隔制御装置から前記電子機器へ、前記無線通信リンクを介して送
信するステップと、
　前記音声信号を前記電子機器において受信するステップと、
　前記電子機器において前記音声信号に対応する命令を生成するステップ及び、
　前記命令を前記電子機器で実行するステップと、
　前記遠隔制御装置から前記電子機器へ、前記電子機器からの応答を引き出すための少な
くとも１つの信号を送信するステップ
　前記少なくとも１つの信号の１つに応答して前記電子機器の動作状態を送信するステッ
プと、
　前記動作状態を前記遠隔制御装置のメモリユニットに格納するステップと、
　前記電子機器の前記動作状態を更新するステップ及び、
　前記遠隔制御装置の動作状態を前記更新ステップに応答して変化させるステップとを有
し、
　前記電子機器が移動電話機であり、前記遠隔制御装置がヘッドセットであることを特徴
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とする方法。
【請求項２】
　前記確立ステップが前記遠隔制御装置でのユーザ入力に応答してなされるとともに、前
記確立ステップが、
　前記遠隔制御装置から前記電子機器へ、前記無線通信リンクの確立を要求する少なくと
も１つの第１信号を送信するステップと、
　前記電子機器から前記遠隔制御装置へ、前記無線通信リンクの確立を表す少なくとも１
つの第２信号を送信するステップとを有することを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記確立ステップが前記電子機器におけるイベントに応答して行われ、前記確立ステッ
プが、
　前記電子機器から前記遠隔制御装置へ、前記無線通信リンクの確立を要求する少なくと
も１つの第１信号を送信するステップと、
　前記遠隔制御装置から前記電子機器へ、前記無線通信リンクの確立を表す少なくとも１
つの第２信号を送信するステップとを有することを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記イベントが着呼であることを特徴とする請求項３記載の方法。
【請求項５】
　前記電子機器が音声制御回路を含み、
　前記少なくとも１つの信号が所定の宛先への音声作動ダイヤルを要求し、
　前記引き出された応答が、前記所定の宛先との通信の開始であることを特徴とする請求
項１記載の方法。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの信号がＡＴコマンドであることを特徴とする請求項１記載の方法
。
【請求項７】
　前記送信ステップの前に、前記音声信号をアナログ信号からディジタル信号に変換する
ステップをさらに有することを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項８】
　前記無線通信リンクがBluetooth接続であることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項９】
　前記遠隔制御装置から前記電子機器へ、前記電子機器からの応答を引き出すための少な
くとも１つの信号を送信するステップをさらに有するとともに、
　前記電子機器が音声制御回路を有し、
　前記少なくとも１つの信号が所定の宛先への音声作動ダイヤルを要求し、
　前記引き出された応答が前記所定の宛先との通信の開始であり、
　前記音声信号が、ユーザがあるエンティティに対して発呼を求めていることを表し、
　前記命令が、前記電子機器に対し、前記エンティティへ発呼するよう命令することを特
徴とする請求項１記載の方法。
【請求項１０】
　前記電子機器が進行中の呼に関わる移動電話機であるとともに、
　前記無線通信リンクが切断されたことを前記電子機器において検出するステップと、
　前記検出に応答して、タイマを起動するステップと、
　所定のタイムアウト期間が終了すると、前記進行中の呼を終了するステップとをさらに
有することを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項１１】
　前記所定のタイムアウト期間内でのユーザの介入を検出し、それに応答して前記タイマ
を停止させ、前記進行中の呼を維持するステップをさらに有することを特徴とする請求項
１０記載の方法。
【請求項１２】
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　電子機器を制御するための、音声作動型無線遠隔制御システムであって、
　マイク、スピーカ、アンテナ、無線リンク回路及び音声制御回路を有する電子機器と、
　マイク、スピーカ、アンテナ、無線リンク回路及びユーザ入力装置を有し、少なくとも
１つの音声信号が前記マイクに入力される遠隔制御装置と、
　データ信号及び音声信号を送信可能な、前記電子機器と前記遠隔制御装置の間の無線通
信リンクとを有するシステムにおいて、
　前記音声信号が前記遠隔制御装置から前記電子機器へ、前記無線通信リンクを介して送
信され、
　前記音声信号が前記電子機器において受信され、
　前記音声制御回路が前記音声信号に応答して命令を生成するとともに、前記命令が前記
電子機器において実行され、
　前記遠隔制御装置が前記電子機器に対し、前記電子機器から応答を導き出すための少な
くとも１つの信号を送信し、
　前記電子機器が前記電子機器の動作状態を前記少なくとも１つの信号に応答して送信し
、
　前記遠隔制御装置が前記遠隔制御装置内のメモリユニットに動作状態を格納し、
　前記電子機器がその動作状態を前記遠隔制御装置を用いて更新し、
　前記遠隔制御装置が、前記電子機器の前記更新された動作状態に応答して、前記遠隔制
御装置の動作状態を変更し、
　前記電子機器が移動電話機であり、前記遠隔制御装置がヘッドセットであることを特徴
とするシステム。
【請求項１３】
　前記無線通信リンクが前記ユーザ入力装置からの信号に応答して確立され、
　前記遠隔制御装置が前記無線通信リンクの確立を要求する少なくとも１つの第１信号を
前記電子機器に送信し、
　前記電子機器が、前記無線通信リンクの確立を表す少なくとも１つの第２信号を前記遠
隔制御装置へ送信することを特徴とする請求項１２記載のシステム。
【請求項１４】
　前記無線通信リンクが前記電子機器でのイベントに応答して確立され、
　前記電子機器が前記遠隔制御装置へ、前記無線通信リンクの確立を要求する少なくとも
１つの第１信号を送信し、
　前記遠隔制御装置から前記電子機器へ、前記無線通信リンクの確立を表す少なくとも１
つの第２信号を送信することを特徴とする請求項１２記載のシステム。
【請求項１５】
　前記イベントが着呼であることを特徴とする請求項１４記載のシステム。
【請求項１６】
　前記電子機器が音声制御回路を有し、
　前記少なくとも１つの信号の１つが所定の宛先への音声作動型ダイアリングであり、
　前記引き出された応答が前記所定の宛先との通信の開始であることを特徴とする請求項
１２記載の方法。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つの信号がＡＴコマンドであることを特徴とする請求項１２記載のシ
ステム。
【請求項１８】
　前記音声信号を前記電子機器に送信する前に、前記音声信号をアナログ信号からディジ
タル信号に変換するアナログディジタル変換器をさらに有することを特徴とする請求項１
２記載のシステム。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つの信号の１つが所定の宛先への音声作動型ダイアリングを要求し、
　前記引き出された応答が前記所定の宛先との通信の開始であり、
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　前記音声信号が、ユーザがあるエンティティに対して発呼を求めていることを表し、
　前記命令が、前記電子機器に対し、前記エンティティへ発呼するよう命令することを特
徴とする請求項１８記載のシステム。
【請求項２０】
　前記電子機器が進行中の呼に関わる移動電話機であるとともに、
　前記無線通信リンクが切断されたことを前記電子機器において検出するように構成され
たロジックと、
　タイマと、
　前記検出に応答して、前記タイマを起動するように構成されたロジックと、
　所定のタイムアウト期間が終了すると、前記進行中の呼を終了するように構成されたロ
ジックとをさらに有することを特徴とする請求項１２記載のシステム。
【請求項２１】
　前記所定のタイムアウト期間内でのユーザの介入を検出するように構成されたロジック
と、
　前記検出されたユーザの介入に応答して前記タイマを停止させ、前記進行中の呼を維持
するように構成されたロジックをさらに有することを特徴とする請求項２０記載のシステ
ム。
【請求項２２】
　前記無線通信リンクがBluetooth接続であることを特徴とする請求項１２記載のシステ
ム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
（背景）
本発明は、音声作動型無線遠隔制御装置に関し、特に、無線通信リンクを介した、遠隔制
御装置からの音声及びデータ信号による、音声制御回路を有する電子機器の制御に関する
。
【０００２】
電子機器の制御は伝統的にダイヤル、ボタン、キーボード、キーパッド等の手動操作を必
要としてきた。これはいくつかの理由により非現実的で、扱いづらく、望ましからざる要
求となりうる。例えば、仕事中、運転中もしくは手を用いる必要のある他の仕事を行って
いる最中の人が別の人に発呼するために通信装置を同時に用いようとする場合である。こ
れはよく見ても困難であり、最悪の場合は危険である。
【０００３】
さらに、技術の進歩に伴い、電子機器の製造者は装置を小型化し続け、従ってキーボード
、キーパッド又は他の機械的インタフェースも小型化し続けてきた。この小型化はユーザ
が正確な情報を簡単に入力することを困難にしている。
【０００４】
フルサイズのインタフェースが利用可能であり、他の作業を行っていない場合であっても
、手動で操作するインタフェースは問題になりうる。例えば、コンピュータユーザは繰り
返しの多い手の動作を頻繁に要求され、長い間に重大な怪我を引き起こす虞がある。
【０００５】
これらの問題に対応して、電子機器で用いるための音声認識技術が開発されてきている。
一般に、従来の音声認識技術は入力音声信号を受信し、入力音声信号を格納された音声信
号と比較し、入力音声信号が格納されている音声信号のどれかと十分似ているかどうかを
判定するための機構を有している。判定ステップにおいて合致が示された場合、似ている
格納音声信号に関連した、電話番号や装置コマンドといった命令又は他のデータがその装
置によって生成される。しかし、従来の音声認識技術は音声信号が十分に受信されるよう
、ユーザが電子機器に十分近づくことを必要としていた。さらに、従来の音声認識技術は
音声認識をアクティブにするためにユーザが電子機器のボタンを押下する必要があった。
【０００６】
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ユーザヘッドセット又は他の遠隔制御装置もまた、ユーザが電子機器と通信している間に
他の仕事を行うため、ユーザの手を自由にすることを実現するために開発されてきた。そ
のようなヘッドセットは確かにユーザが装置からある程度離れることを可能にする。しか
し、そのような装置は有線又は無線リンクを介して装置に束縛され、ユーザが比較的装置
に近接することを要求する。実際に使用する場合、そのようなヘッドセットは一般に電子
機器の約１ｍ以内で用いねばならない。
【０００７】
このような従来のヘッドセット及び他の遠隔制御装置は良く見積もってもわずかな改善し
か提供しない。なぜなら、ユーザが装置に十分近接していない場合及び／又はユーザが小
さい機械的インタフェースを用いることができない場合に電子機器の利用を希望するよう
な状況がしばしば起こるからである。例えば、電話機のような通信機器に関して言えば、
電話機が鳴り出した場合、少し離れた位置にあったとしてもその着呼を受信したいと思う
であろう。代わりに、セルラ電話機のような小型機器で、その機器に付随する小さなキー
パッドを用いて情報を入力することなく発呼をしたいと思うかもしれない。
【０００８】
このように、音声制御技術を用い、遠隔制御装置と電子機器との距離を短く保つ必要なく
、ユーザが電子機器を作動させることを可能にする音声作動型無線遠隔制御装置に対する
要求が存在する。比較的遠くにある電子機器の制御のために、音声認識技術と無線遠隔制
御装置とを統合する技術は現存しない。
【０００９】
（発明の概要）
従って、本発明はこれらの、また現在の技術に関連する他の問題を、電子機器の制御のた
めの、無線を用いる音声作動型遠隔制御システムを提供することによって解決する。この
システムは、電子機器と、遠隔制御装置と、無線通信リンクを有する。電子機器はマイク
、スピーカ、アンテナ、無線リンク回路及び音声制御回路を有する。遠隔制御装置はマイ
ク、スピーカ、アンテナ、無線リンク回路及びユーザ入力装置を有する。無線通信リンク
は電子機器と遠隔制御装置との間に存在し、データ信号及び音声信号の伝送を容易にする
。少なくとも１つの音声信号が遠隔制御装置のマイクから入力される。この音声信号は遠
隔制御装置から電子機器へ無線通信リンクを介して伝送される。電子機器でこの音声信号
を受信すると、音声制御回路が音声信号に対応した命令を生成し、この命令が電子機器で
実行される。
【００１０】
代替実施形態において、本発明は遠隔制御装置を用いた電子機器の制御方法を提供する。
この方法は電子機器及び遠隔制御装置との間に無線通信リンクを確立するステップを有し
、このリンク上でデータ信号及び音声信号を伝送することが可能である。この方法はさら
に、音声信号を遠隔制御装置において受信するステップと、この音声信号を遠隔制御装置
から電子機器へ、無線通信リンクを介して送信するステップを有する。この方法は音声信
号を電子機器で受信するステップと、この音声信号に対応する命令を電子機器内で生成す
るステップと、この命令を電子機器で実行するステップとをさらに有する。
【００１１】
本発明のより完全な理解は詳細な説明及び請求項を、図面とともに検討することによって
得られるであろう。図面において、同様の参照数字は全ての図面について類似の項目を参
照する。
【００１２】
（詳細な説明）
本発明のこれら及び他の見地を、複数の実施形態とともに十分詳細に説明する。本発明の
理解を促進するため、本発明の多くの見地がコンピュータシステムの要素によって実行さ
れる一連の動作という形式で説明される。各実施形態において、様々な動作は専用の回路
によっても、１つ以上のプロセッサによって実行されるプログラム命令によっても、それ
らの組み合わせによっても実行可能であろう。さらに、本発明は、ここで説明される方法
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をプロセッサに実行させうるコンピュータ命令の適切なセットが格納されたコンピュータ
が読みとり可能な任意の形態の記憶媒体の内部で具現化されるものと見なすことも可能で
ある。このように、本発明の様々な見地が多くの異なる形式で具現化され得、それら形式
の全ては本発明の範囲に含まれることが見込まれている。本発明の様々な見地の各々に対
し、そのような形式のいずれかの実施例は、説明される動作を実行するために”論理的に
構成”されていると言う。
【００１３】
一般に、本発明は、遠隔制御装置、制御される電子機器及び無線通信リンクを含む、音声
作動型無線遠隔制御システムに関する。遠隔制御装置は音声の音(sound of voice)を受信
する。音声(voice)は生物又は機械のいずれが生成するかにはには関係なく、任意の好適
な音声信号(audio signal)であってよい。遠隔制御装置はこの音(sound)を音声信号(voic
e signal)に変換し、無線通信リンクを介してこの音声信号を電子機器に送信する。電子
機器は音声信号を受信し、この音声信号を音声制御回路を用いて処理する。そして、電子
機器は音声信号に対応する命令を生成する。本発明の一実施形態において、音声制御回路
は電子機器内部に設けられ、遠隔制御装置には存在しない。これは遠隔制御装置を簡単化
し、遠隔制御装置の小型軽量化を実現する。さらに、この構成は遠隔制御装置の消費電力
を最小量に抑制する。
【００１４】
本発明は様々な家庭、工業用途において実施可能である。制御される電子機器の例は、コ
ンピュータ、テレビ、電話機、ステレオ、車庫のドアオープナー、掃除機、家電製品、事
務機器、ロボット、組み立てライン及び付随する機械類、及び自動車であるが、これらに
限定されない。典型的な目的について、本発明を移動電話機の制御と関連して説明する。
【００１５】
図１は、ヘッドセット又は手首に装着される装置といった遠隔制御装置１０２及び、ここ
では例示的に移動電話機１０４である電子機器とを含む、本発明の一実施形態に係る音声
作動型無線遠隔制御システム１００のブロック図である。遠隔制御装置１０２は、（ユー
ザが手動で図示しないスイッチを投入することを可能にする）入力装置又はボタン１０６
、マイク１０８、スピーカ１１０及びアンテナ１１２を含む。遠隔制御装置１０２はさら
に、状態機械１１４、アナログ－ディジタル（Ａ／Ｄ）変換器１１６及び無線リンク回路
１１８を有する。遠隔制御装置１０２はユーザへの装着を容易にするための他のクリップ
、ボタン、ベルクロ（商標）、バンド、ストラップ、パッド又は同様のもの（図示せず）
を有していてもよい。
【００１６】
移動電話機１０４は、衛星、基地局、一般の旧来からの電話機といった他の通信装置と無
線通信リンク１２０を介して通信するために、任意の伝送技術を用いる、既知の、あるい
は後日開発される、任意の形式のセルラ電話機であってよい。移動電話機１０４は、マイ
ク１２２、スピーカ１２４及びアンテナ１２６を有する。移動電話機１０４はまた、移動
電話回路１２８、状態機械１３０及び音声制御回路１３２をさらに有する。移動電話回路
１２８は、移動電話機１０４に無線リンク１２０の確立及び利用を可能とするために必要
な全ての機能を実行する。例えば、移動電話回路１２８は特に周知のＧＳＭ(Gloval Syst
em for Mobile Communications)規格に従って動作するように適合されていてもよい。も
ちろん、ＧＳＭの利用は単なる例示であり、本発明に必須ではない、代替実施形態におい
て、移動電話回路１２８は他の任意の移動通信規格に従って動作してもよい。
【００１７】
上述の部品に加え、移動電話機１０４は無線リンク回路１３４を含む。無線リンク回路１
３４の目的は、無線通信リンク１２０とは別個の第２の無線リンクを確立することである
。この第２の無線リンクの目的は、以下に説明する。無線リンク回路１３４は移動電話機
１０４とプラグ接続によって接続可能である。代わりに、図２に示すように、無線リンク
回路２３４が移動電話機２０４内部に含まれてもよい。
【００１８】
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　図１に戻って、リモート制御装置１０２は移動電話機１０４と、第２の無線リンクであ
る無線通信リンク１３６を介して通信する。無線通信リンク１３６として好適に使用可能
な例示的な無線通信リンクは周知のBluetooth（登録商標）技術である。
【００１９】
Bluetooth技術は特に移動電話機、ラップトップコンピュータ、携帯情報端末（ＰＤＡ）
及び他の移動型装置のようなポータブルな装置間で約１０－１００ｍの範囲で広範囲な接
続性を提供するために導入された。このシステムは低消費電力、低コストの無線を小設置
面積で構築するために周波数ホッピングを用いる。システムはデータ及び音声の両方をサ
ポートする。音声は高速周波数ホッピングとロバストな音声符号化とともに用いることに
より最適化されている。高速周波数ホッピングは８０ＭＨＺの帯域幅を有する２．４ＧＨ
ｚＩＳＭ帯域に渡って８００ホップ／秒の名目速度を有する。システムはまた、長距離リ
ンク上のランダム雑音の影響を制限するために前進型誤り訂正（ＦＥＣ）を用いる。
【００２０】
Bluetoothシステムコンセプトに基づく装置は所謂ピコネットを生成可能である。ピコネ
ットはＦＨピコネットチャネルを介してマスタ装置と１つ以上のスレーブ装置が接続され
て成る。ピコネットチャネルに用いられるＦＨシーケンスはマスタとして振る舞う装置の
アドレス又はＩＤによって完全に決定される。マスタ装置のシステムクロックがホッピン
グシーケンスの位相（すなわち、シーケンス中の可能なホップのうちどれが”現在の”ホ
ップであるかの指定）を決定する。Bluetoothシステムにおいて、各装置はフリーランシ
ステムクロックを有する。スレーブ装置の各々は対応する時間オフセットをそのクロック
に加算し、マスタ装置のクロックに合わせることが可能である。マスタアドレスを用いて
適切なホッピングシーケンスを選択し、時間オフセットを用いてマスタクロックに合わせ
ることによって、各スレーブ装置はマスタ装置に対するホップ同期を維持する。すなわち
、マスタ及びスレーブ装置は同一のホップ周波数又はホップ搬送波に対して同調してホッ
ピングすることにより通信を継続する。
【００２１】
Bluetoothシステムで用いられるホップシーケンスはホップ選択機構を通じて生成される
。この機構によって、ホップ搬送波は”オンザフライ”で生成される。機構は固有メモリ
を持たない。アドレス及びクロック情報がシーケンス及び位相を瞬時に決定し、従って所
望のホップ搬送波を直接決定する。そのような選択方法の長所は多数ある。アドレス及び
クロックを変更することで、装置はあるアドレスとクロックの組み合わせで制御されるＦ
Ｈピコネットチャネルから、別のアドレスとクロックの組み合わせで制御される別のＦＨ
ピコネットチャネルへ移ることが可能である。
【００２２】
Bluetooth技術仕様に関するさらなる情報は、インターネット上のサイトwww.bluetooth.c
omで得ることが可能である。
【００２３】
図１に戻って、システム１００は遠隔制御装置１０２が例えば発呼のために移動電話機１
０４へ制御信号を送信するため、もしくは例えば着呼に応答するために移動電話機１０４
からの制御信号を受信するために、無線通信リンク１３６を用いることを許可する。遠隔
制御装置１０２は移動電話機１０４から多くの形式の応答を引き出すために、移動電話機
１０４へ１つ以上の制御信号を送信することが可能である。発呼又は着呼に加え、そのよ
うな応答は移動電話機１０４の状態を判定するため、移動電話機１０４の回路を作動させ
るため、移動電話機１０４に関する任意の情報を受信するため、又は移動電話機１０４を
制御するためのものであってよい。
【００２４】
ユーザが遠隔制御装置１０２から移動電話機１０４を用いて発呼したい場合、ユーザは無
線通信リンク１３６を確立するためにボタン１０６を押下する。ボタン１０６が押下され
ると、状態機械１１４が適切な制御信号を無線リンク回路１１８に与え、これにより無線
リンク回路１１８が、移動電話機１０４に接続された、相手先の無線リンク回路１３４と
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無線通信リンク１３６を確立する。無線通信リンク１３６は好ましくは音声及びデータリ
ンクとして確立される。
【００２５】
リンク回路１１８は、規格化された音声信号伝送用の特別なパケットを有するBluetooth
技術として有利に具現化可能である。この場合、リンク回路１１８は遠隔制御装置１０２
又は電子機器１０４の一方をマスタとして仮定した動的無線通信リンク１３６を確立する
。例えば、遠隔制御装置１０２がマスタの場合、電子機器１０４がスレーブである。Blue
tooth技術は他のスレーブを要求通りに加除可能である。マスタ遠隔制御装置１０２及び
スレーブ電子機器１０４はクロック値を交換することで同期する。マスタ遠隔制御装置１
０２及びスレーブ電子機器１０４はまた周波数ホッピングシーケンス及び位相（すなわち
、周波数ホッピングシーケンス内でどのホップが現在のホップを構成するか）についても
一致する。
【００２６】
無線通信リンク１３６が確立されると、移動電話機１０４は電話機の動作状態を表す制御
信号を返送する。電話機の状態は移動電話機１０４が他の装置と無線通信リンク１２０上
で通信中でなければ”アイドル”であろう。他の移動電話機状態は”着呼中(incoming ca
ll)”及び”通話中(ongoing call)”を含む。状態が変化すると、移動電話機１０４はこ
の新しい情報情報を無線通信リンク１３６を介して遠隔制御装置１０２に通信する。これ
らの状態及び他の制御信号は図３を参照し、以下より詳細に検討する。移動電話機１０４
はさらに、移動電話機１０４が遠隔制御装置１０２からさらなる制御信号を受信可能であ
ることを示す”ＯＫ”制御信号を返送する。そして、ユーザは音声コマンド、例えば”マ
マにかける”をマイク１０８に与える。この音声コマンドはアナログ－ディジタル（Ａ／
Ｄ）変換器１１６に供給され、Ａ／Ｄ変換器１１６はアナログ音声コマンドをディジタル
音声信号に変換する。このディジタル音声信号はＡ／Ｄ変換器１１６から無線リンク回路
１１８へ伝わる。
【００２７】
適切な変調及び符号化の後、ディジタル音声信号は無線リンク回路１１８及びアンテナ１
１２から、無線通信リンク１３６上をアンテナ１２６へ伝わる。アンテナ１２６はディジ
タル音声信号を受信し、このディジタル音声信号を無線リンク回路１３４へ送信する。適
切な復調及び復号化（必要に応じて）の後、リンク回路１３４はディジタル音声信号を音
声制御回路１３２に伝送する。音声制御回路１３２はディジタル音声信号を上述したよう
に解析するため、ディジタル信号プロセッサ、音声認識アルゴリズム、格納された音声信
号、音声比較アルゴリズム及び、音声命令テーブルを含む。
【００２８】
音声制御回路１３２は例えば、ディジタル音声信号を受信し、ディジタル音声信号を格納
された音声信号と比較することによって動作可能である。そして、音声制御回路１３２は
、ディジタル音声信号が格納された音声信号のどれかと十分に似ているか否かを判定する
。十分似ているとの判定結果であれば、音声制御回路１３２は似ている格納音声信号に対
応する命令又は他のデータ、例えば”ママの”電話番号を生成する。そして、移動電話機
１０４はママの電話番号を用い、無線通信リンク１２０上で通信を開始する。先に説明し
たように、無線通信リンク１２０はＧＳＭ接続又は他の任意の移動電話通信リンクであっ
てよい。
【００２９】
ママが電話に出たとすると、それによって無線通信リンク１２０の確立が完成し、”ママ
”からの音声信号は彼女の電話から無線通信リンク１２０を介して移動電話機１０４へ伝
送され、そして（適切な変調及びおそらくは符号化の後）、移動電話機１０４から無線通
信リンク１３６を介して遠隔制御装置１０２へ伝送される。この音声信号はアンテナ１１
２から無線リンク回路１１８へ伝送され、無線リンク回路１１８は適切な復調及び復号化
を行って、得られた音声信号をスピーカ１１０へ供給する。音声信号がディジタル形式で
あれば、ディジタル音声信号はスピーカ１１０に供給される前にディジタル－アナログ（
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Ｄ／Ａ）変換器１１９によってアナログ音声信号に変換される。
【００３０】
十分似ていないという判定結果の場合、命令は生成されず、無線通信リンク１２０上での
通信も行われない。
【００３１】
移動電話機１０４は一般に遠隔制御装置１０２よりも多くの処理能力を有するため、音声
制御回路１３２を移動電話機１０４に設けることは、音声制御回路を遠隔制御装置１０２
に設けるよりも有利である。さらに、音声制御回路１３２を遠隔制御装置１０２ではなく
移動電話機１０４に設けることで、遠隔制御装置１０２を小型軽量化することが可能にな
る。
【００３２】
上述のように、システム１００は、遠隔制御装置１０２が例えば無線通信リンク１２０上
の呼に応答するために移動電話機１０４からの制御信号を受信するこをと目的として無線
通信リンク１３６を用いることを許可する。この場合、移動電話機１０４が制御信号を上
述した方法と同様にして交換し、遠隔制御装置１０２との無線通信リンク１３６を確立す
る。無線通信リンク１３６は音声及びデータリンクである。ユーザは呼に応答するか応答
しないかを決めることができる。
【００３３】
ユーザが呼に応答することを望む場合、ユーザはボタン１０６を短時間押下するか、その
ような趣旨の音声コマンドを与える。キーの押下がなされると、状態機械１１４は適切な
制御信号を生成し、これによって無線リンク回路１１８が、呼が受け付けられたことを示
す適切な制御信号を、移動電話機に送信する。音声コマンドが与えられた場合には、その
音声コマンドがＡ／Ｄ変換器１１６でアナログ信号からディジタル信号に変換され、上述
した方法と同様にして移動電話機１０４に送信される。
【００３４】
この場合、音声制御回路１３２はユーザが呼を受け付けたことを認識し、状態機械１３０
が無線通信リンク１２０の確立を完成させるために必要な動作を実行するような適切な制
御信号を生成して応答する。呼の情報の内容(informational content)が引き続いて移動
電話機１０４から遠隔制御装置１０２に送信され、ユーザはそれをスピーカ１１０を介し
て聞くことができる。ユーザの音声は同様にしてマイク１０８を介して収集され、無線通
信リンク１３６を介して移動電話機１０４へ搬送される。移動電話機１０４はこの音声情
報を通話の相手先に無線通信リンク１２０を介して転送する。
【００３５】
ユーザが呼に応答しないことを望む場合、ユーザはボタン１０６を長時間押下するか、そ
の趣旨の音声コマンドを与える。キーの押下が与えられた場合、状態機械１１４は、呼が
拒否されたことを通知するため、対応する制御信号を遠隔制御装置１０２から移動電話機
１０４に対して送信させる。代わりに、音声コマンドが与えられた場合、音声コマンドは
Ａ／Ｄ変換器１１６でアナログ信号からディジタル信号に変換され、上述した方法と同様
にして移動電話機１０４に送信される。そして、移動電話機１０４は、状態機械１３０と
通信しながら動作する音声制御回路１３２が生成する制御信号に応答して適切な動作を行
う。呼が拒否された場合、呼に関連した情報（例えば、音声）は遠隔制御装置１０２には
送信されないであろう。
【００３６】
図２に示す実施形態は、移動電話機２０４内部の無線リンク回路２３４の併合を除き図１
に示す実施形態と同一である。この場合、移動電話機２０４内部の回路と無線リンク回路
２３４との間の信号を結合するためのコネクタを用いる必要がない。それ以外の点では無
線リンク回路２３４は上述した無線リンク回路１３４と同様に動作する。さらに、ここで
参照数字２ｘｘが割り当てられている残りの要素は、上述した、参照数字１ｘｘが割り当
てられた対応要素と同様に動作する。従って、ここで図２の説明をこれ以上行う必要はな
い。さらに、以下の検討においては、図１に示される要素に対して参照が行われる。しか
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し、これらの参照は図２に示される対応する要素に対してもまた可能であることを理解す
べきである。
【００３７】
図３は、本発明の実施形態に従って、遠隔制御装置１０２の状態機械１１４が実行する状
態遷移の状態図である。図１及び図３を参照して、状態機械１１４の様々な状態について
説明する。状態機械１１４はＯＦＦ状態３００から始まる。ユーザが移動電話機１０４を
通じて発呼を行うのに遠隔制御装置１０２を用いたい場合、ユーザは短距離無線通信リン
ク１３６を確立するため、ボタン１０６を短時間(short press)３０２押下する。ボタン
１０６の短時間の押下は、長時間の押下(long press)に対して短い押下を必要とする。例
えば、短時間押下はユーザにボタン１０６と２秒未満の接触を要求し、一方長時間押下は
ユーザにボタン１０６と２秒を超える接触を要求する。
【００３８】
以下の検討において、遠隔制御装置１０２及び移動通信装置１０４の間のシグナリングが
説明される。遠隔制御装置１０２と移動電話機１０４との間の全ての通信において、無線
通信リンク１３６／２３６が用いられるものとする。さらに、特定される場合を除き、遠
隔制御装置１０２及び移動電話機１０４で受信される制御信号は、現在の状態及び受信し
た制御信号に基づいて適切な内部制御信号及び次の状態を生成する各々の状態機械１１４
、１３０によって復号化される。遠隔制御装置１０２及び移動電話機１０４のそれぞれに
おいて、内部制御信号はおそらく他の制御信号の生成及び伝送を含む、望ましい方法で各
装置を動作させる。
【００３９】
短時間３０２のボタン１０６押下により、状態機械１１４は無線リンク回路１１８に、Ａ
ＴコマンドＡＴ＋ＣＰＡＳといった制御信号を移動電話機１０４へ送信させる。これに応
答して、移動電話機１０４は、ＡＴコマンドＡＴ＋ＣＰＡＳ：ｎといった制御信号を遠隔
制御装置１０２に送信する。”ｎ”は、移動電話機１０４の動作状態を表す。移動電話機
１０４はアイドル３０４、着呼３０６又は通話中３１２の状態を有するであろう。遠隔制
御装置１０２はこの動作状態をメモリ（図示せず）に格納する。そして、移動電話機１０
４は遠隔制御装置１０２に、遠隔制御装置１０２と移動電話機１０４との間の通信を進行
可能であることを表す”ＯＫ”信号を送信する。
【００４０】
そして、遠隔制御装置１０２はＡＴコマンドＡＴ＊ＥＣＡＭ＝１といった制御信号を送信
し、移動電話機１０４に、該当する場合、電話機の状態が変化したことを表す、ＡＴコマ
ンド＊ＥＣＡＶといった制御信号を遠隔制御装置１０２に送信するよう指示する。そして
、移動電話機１０４は遠隔制御装置１０２に”ＯＫ”信号を送信する。電話機の状態が変
化したことを意味する、ＡＴコマンド＊ＥＣＡＶ等の制御信号を移動電話機１０４から受
信した場合、状態機械１１４は変化した電話機の状態に合うように状態を変化させる。
【００４１】
移動電話機１０４がアイドル状態３０４にある場合、遠隔制御装置１０２は、代わりに音
声作動ダイヤル３１０を用いて呼を開始するか、着呼３０６を受信するか、無線通信リン
ク１３６を切断するために異なる制御信号を送信することができる。
【００４２】
いくつかの実施形態においては、音声作動ダイヤル３１０を開始するための専用コマンド
が利用できないかもしれない。この場合、音声作動ダイヤル３１０を開始するためのエミ
ュレートキーストロークが必要である。この場合、ユーザはボタン１０６を短時間３０８
押下する。ボタン１０６が押下されると、遠隔制御装置１０２は１つ以上の制御信号を送
信する。遠隔制御装置１０２はまず電話機がアイドル状態にあることを確認可能である。
そのようにするためには、遠隔制御装置１０２は、移動電話機１０４のメニューから出る
ため、ＮＯボタン又は他の適切なボタンの４回押下をエミュレートするためにＡＴコマン
ドＡＴ＋ＣＫＰＤ＝”ＥＥＥＥ”等の制御信号を送信する。そして、移動電話機１０４は
遠隔制御装置１０２に、遠隔制御装置１０２と移動電話機１０４との間の通信を進行可能
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であることを表す”ＯＫ”信号を送信する。
【００４３】
遠隔制御装置１０２は移動電話機１０４のＹＥＳボタン又は他の適切なボタンの長時間の
キー押下をエミュレートするため、、ＡＴコマンドＡＴ＋ＣＫＰＤ＝”Ｓ”，４０等の制
御信号を送信する。移動電話機１０４はその制御信号を受信し、それに応じて音声制御回
路１３２を作動させる。そして、移動電話機１０４は遠隔制御装置１０２に、音声制御回
路１３２が作動したこと及び、遠隔制御装置１０２と移動電話機１０４との間の通信を進
行可能であることを表す”ＯＫ”信号を送信する。
【００４４】
他の実施形態においては、移動電話機１０４の特定の構成に応じて、より多いか少ないキ
ー押下をエミュレートする必要があるかもしれない。
【００４５】
代わりに、遠隔制御装置１０２が、上述したキー押下をエミュレートすることなく、音声
作動ダイヤルを直接開始する制御信号を送信することも可能である。例えば、音声作動ダ
イヤル３１０を開始するため、ユーザがボタン１０６を短時間３０８押下する。ボタン１
０６が押下されると、遠隔制御装置１０２がＡＴコマンドＡＴ＊ＥＶＡＤ等のＡＴコマン
ドを移動電話機１０４に送信する。移動電話機１０４は、この制御信号を受信し、それに
応じて音声制御回路１３２を作動させる。そして移動電話機１０４は音声制御回路１３２
が作動し、遠隔制御装置１０２及び移動電話機との間の通信を進行可能であることを表す
”ＯＫ”信号を遠隔制御装置１０２に送信する。
【００４６】
音声作動ダイヤル３１０が起動されると、ユーザはユーザが通話したい第三者の名前（個
人名、会社名又は他のエンティティ等）を表す音声コマンド又は信号をマイク１０８に供
給可能になる。この音声信号は上述のようにディジタル音声信号に変換され、移動電話機
１０４へ送信される。移動電話機１０４がその第三者と無線通信リンク１２０を確立する
場合、移動電話機１０４は通話中状態３１２に入る。移動電話機１０４は無線通信リンク
１２０上で受信した第三者の音声信号を遠隔制御装置１０２に送信する。これら第三者の
音声信号はスピーカ１１０へ送信される。
【００４７】
音声信号が音声制御回路１３２によって認識されない場合、第三者への発呼は行われない
。移動電話機１０４はアイドル状態３０４に戻り、発呼が行われなかったことを意味する
信号を遠隔制御装置１０２に送信する。
【００４８】
通話中状態３１２にある場合、ユーザは移動電話機１０４から受信される音声信号の音量
を調整することができる。ボタン１０６を１回以上短時間押下３１６し、音量変更状態３
１４に入ると、第三者音声信号の振幅を変更するため、ＡＴコマンド等の制御信号が移動
電話機１０４から送信可能となる。代わりに、ボタン１０６を押下することによって、第
三者音声信号の振幅を変更するための制御信号が遠隔制御装置１０２内部の回路に送信さ
れる。ユーザの要求を満たすために音量が調整されると、移動電話機１０４は通話中状態
３１２に戻る。
【００４９】
移動電話機１０４は呼が切断、換言すれば無線通信リンク１３６が自主的に切断されるま
で通話中状態３１２を維持する。ユーザはボタン１０６の長時間押下３１８によって呼を
切断することができる。ボタン１０６の押下により、遠隔制御装置１０２はＡＴコマンド
等の制御信号を送信する。そして、移動電話機１０４が無線通信リンク１２０及び無線通
信リンク１３６を切断し、再びアイドル状態３０４に戻る。
【００５０】
例えば遠隔制御装置１０２と移動電話機１０４との距離が離れすぎたことにより、無線通
信リンク１３６が不用意に切断３３０された場合、ユーザが遠隔制御装置１０２の代わり
に移動電話機１０４を通じて通話を続けられるよう、無線通信リンク１２０はさらに所定
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の時間、例えば３０秒間接続され続ける（状態３３１）。音声チャネルは移動電話機１０
４に戻され、メッセージは移動電話機のディスプレイ（図示せず）に表示されるであろう
。ユーザは移動電話機のキーパッド（図示せず）の１つ以上のキーを作動させて、通話を
続けたいことを確認３３２することができる。タイムアウト期間内にユーザが介入できな
かった場合、タイムアウト３３３が発生し、無線通信リンク１２０が切断され、移動電話
機１０４はアイドルモード３０４に戻る。
【００５１】
本発明の別の見地において、遠隔制御装置が所定時間内に再接続３３２された場合、移動
電話機１０４内のタイマ機能が中断され、音声チャネルは無線通信リンク１３６を介して
再び遠隔制御装置にルーティングされる。
【００５２】
遠隔制御装置１０２において、移動電話機１０４からの着呼を受信した場合のようなイベ
ントに応答するため、ユーザは音声コマンドを与えるか、ボタン１０６を短時間３２０押
下することができる。着呼が入来した時点で音声制御回路１３２が作動していたために、
移動電話機１０４が音声制御状態３２１にある場合、ユーザはその呼を受け付ける３２０
か拒否３１９するための音声コマンドを与えることができる。この音声コマンドの処理は
、他の音声コマンドに対して上で説明した方法と似ている。呼が受け付けられた場合、移
動電話機１０４は通話中状態３１２に置かれる。呼が拒否された場合、移動電話機１０４
はアイドル状態３０４に戻る。そして、移動電話機１０４は遠隔制御装置１０２に、遠隔
制御装置１０２と移動電話機１０４との通信を取り進め可能であることを示す”ＯＫ”信
号を送信する。
【００５３】
この代わりに、図４に示すように、音声制御回路１３２が作動しておらず、移動電話機１
０４が音声制御状態３２１に無い場合、ボタン１０６の短時間押下４２０が着呼を受付で
きるようにシステムを構成することができる。ボタン１０６が押下されると、遠隔制御装
置１０２は呼を受け付けるとともに移動電話機１０４を通話中状態３１２にするため、Ａ
ＴコマンドＡＴＡ等の制御信号を移動電話機１０４に送信する。
【００５４】
移動電話機１０４が遠隔制御装置１０２にイベントの発生、例えば着呼を受信した等を通
知し、かつユーザがその呼を受け入れたくない場合、ユーザはボタン１０６を長時間押下
３２２することが可能である。ボタン１０６が押下されると、遠隔制御装置１０２は遠隔
制御装置１０２によって呼が受付されなかったことを示す制御信号を移動電話機１０４に
送信する。そして、移動電話機１０４はアイドル状態３０４に戻る。移動電話機１０４は
遠隔制御装置１０２に、遠隔制御装置１０２と移動電話機１０４との通信を取り進め可能
であることを示す”ＯＫ”信号を送信する。
【００５５】
移動電話機１０４におけるキー押下に関する情報を調べるため、遠隔制御装置１０２はＡ
ＴコマンドＡＴ＋ＣＫＥＶ＝３，２等の制御信号を移動電話機１０４に送信する。移動電
話機１０４はこの制御信号を受信する。移動電話機１０４のキーが押下されていれば、移
動電話機１０４はＡＴコマンド＋ＣＫＥＶ等の制御信号を遠隔制御装置１０２に送信する
。そして移動電話機１０４は遠隔制御装置１０２に、遠隔制御装置１０２と移動電話機１
０４との通信を取り進め可能であることを示す”ＯＫ”信号を送信する。
【００５６】
ユーザは無線通信リンク１３６を終了することが可能である。移動電話機１０４がアイド
ル状態３０４にある場合、ユーザはボタン１６０を長時間押下３２４することで無線通信
リンク１３６及び無線通信リンク１２０を終了することができる。ボタン１０６が押下さ
れると、遠隔制御装置１０２は無線通信リンク１３６を終了するため、ＡＴコマンドＡＴ
＊ＥＣＢＰ＼ｒ等の制御信号を移動電話機１０４に送信する。移動電話機１０４はこのコ
マンドを受信し、無線通信リンク１３６及び無線通信リンク１２０を終了する。
【００５７】
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無線通信リンク１２０上での呼が終了したことを示す電話状態を移動電話機１０４が送信
した場合、遠隔制御装置１０２は無線通信リンク１３６を終了するために、ＡＴコマンド
ＡＴ＊ＥＨＮＧ等の制御信号を移動電話機１０４に送信する。移動電話機１０４はこのコ
マンドを受信し、無線通信リンク１３６を終了する。
【００５８】
”＃”ボタン等のボタンが押下されたことを示す情報を移動電話機１０４が遠隔制御装置
１０２に送信した場合、遠隔制御装置１０２はハンドオーバのためにＡＴコマンドＡＴ＊
ＥＨＮＤ等の制御信号を移動電話機１０４に送信する。この場合、無線通信リンク１３６
は終了され、無線通信リンク１２０は接続された状態を維持するとともに、移動電話機１
０４において継続する。移動電話機１０４はこの制御信号を受信し、無線通信リンク１３
６を終了するとともに、無線通信リンク１２０上での音声及びデータ信号の受信は継続す
る。上述したように、新しい無線通信リンク１３６を遠隔制御装置１０２によって再確立
することが可能である。
【００５９】
上述の状態図で、状態遷移の要因となる信号は、任意の好適な通信プロトコルを用いて実
現することが可能である。例えば、上述の状態図における遷移は上述した一連のＡＴコマ
ンドに応答してなされてもよい。しかしながら、そのようなＡＴコマンドは使用される特
定の移動電話機及び特定の遠隔制御装置に応じて異なってもよい。
【００６０】
図５は本発明の複数の実施形態の１つに従って遠隔制御装置１０２からなされた発呼を説
明するフローチャートである。この実施形態はハンドセットである遠隔制御装置１０２及
び移動電話機である電子機器１０４を参照して説明されるべきである。発呼を行うため、
ユーザはヘッドセット上に配置されたボタンを押下する（ステップ５０２）。ボタンの押
下により、ヘッドセットは１つ以上の第１の制御信号又は他のデータを移動電話機に送信
し、これに応答して移動電話機は１つ以上の第２の制御信号又は他のデータをヘッドセッ
トに送信する。
【００６１】
この信号及びデータの交換の後、ヘッドセット及び移動電話機の間の無線通信リンク（例
えばBluetooth接続）が確立される（ステップ５０４）。そしてユーザは音声制御回路が
作動していない場合、ボタンを再び短時間押下して音声制御回路を作動させる（ステップ
５０６）。ボタンの押下により、ヘッドセットは音声制御回路を作動させるための制御信
号を移動電話機に送信し、移動電話機はヘッドセットへの信号中で作動をアクノリッジす
る。そして、ユーザは例えばユーザが通話したい相手の名前をヘッドセットのマイクに言
うことによって、音声コマンド又は信号を与える（ステップ５０８）。
【００６２】
ヘッドセット内の回路、例えばアナログ－ディジタル変換器は、このアナログ音声信号を
ディジタル音声信号に変換する（ステップ５１０）。移動電話機はその音声信号を音声制
御回路において処理する（ステップ５１２）。格納された音声信号と比較することにより
、音声信号が音声制御回路において認識された場合、音声制御回路は音声信号に対応した
命令を生成する。そして移動電話機はその命令を既知の移動電話技術に従って発呼を行な
うことにより実行する（ステップ５１４）。音声信号と格納された音声信号との比較の後
、音声信号が音声制御回路で認識されなかった場合、音声制御回路は命令を生成しない。
【００６３】
図６は、本発明の別の実施形態に従って遠隔制御装置１０２に送信される着呼を説明する
フローチャートを示す。本実施形態はまた、遠隔制御装置１０２がヘッドセットであり、
電子機器１０４が移動電話機である場合について説明される。第２の電子機器からの呼は
既知の移動電話技術を用いる移動電話機において受信される（ステップ６０２）。移動電
話機は無線通信リンク（例えばBluetooth接続）を確立するため、１つ以上の第１の制御
信号又は他のデータをヘッドセットに送信する。ヘッドセットはこれに応答して１つ以上
の第２の制御信号又は他のデータを移動電話機に送信する。この信号及びデータ交換の後
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、ヘッドセットと移動電話機との間の無線通信リンクが確立される（ステップ６０４）。
移動電話機は、ユーザに着呼を知らせる情報をヘッドセットへ送信する。ユーザは受信し
た呼を受け付けるか拒否するかを選択することができる。
【００６４】
移動電話機内の音声制御回路が作動している場合、ユーザは受信した呼を受け付けるか拒
否するため、ヘッドセットのマイクに音声コマンド又は信号を与えることができる（ステ
ップ６０６）。この場合、処理は図５に関して上述した処理と類似である。ヘッドセット
内の回路は音声信号をアナログ信号からディジタル音声信号に変換する。ヘッドセットは
このディジタル音声信号を、無線通信リンク上で移動電話機に送信する（ステップ６０８
）。移動電話機は音声信号を音声制御回路で処理する（ステップ６１０）。格納された音
声信号と受信した音声信号とを比較することにより音声信号が音声制御回路で認識された
場合、音声制御回路は音声信号に対応した命令を生成する。
【００６５】
そして、移動電話機は、着呼を受け付けるか拒否するかして、命令を実行する（ステップ
６１２）。移動電話機が呼を受け付けるように指示された場合、移動電話機は第２の電子
機器から受信した音声信号をヘッドセットへ送信する（ステップ６１４）。移動電話機が
呼を拒否するように指示された場合、移動電話機は着呼に応答しない（ステップ６１６）
。代わりに、移動電話機は呼を伝言記録装置又はサービスに接続するか、他の適切な機能
を実行することが可能である（ステップ６１６）。
【００６６】
音声信号を格納された音声信号と比較した後、音声信号が音声制御回路で認識されなかっ
た場合、音声制御回路は命令を生成しない。
【００６７】
移動電話機内で音声制御回路が作動していない場合、ユーザは呼を受け付けるか拒否する
ため、ヘッドセット上のボタンを押下するか、他の適切な入力操作を実行する。例えば、
ユーザは呼を受け付けたい場合、ボタンを短時間押下することができる（ステップ６１８
）。ユーザは呼を拒否したい場合、ボタンを長時間押下することができる（ステップ６２
０）。ボタンの押下により、ヘッドセットが移動電話機に、呼を受け付けるか拒否するた
めの制御信号を送信する（ステップ６２２及び６２４）。移動電話機はヘッドセットへの
応答信号においてその動作をアクノリッジする。そして、移動電話機は移動電話技術に従
って着呼を受け付け、又は拒否する（ステップ６２６）。移動電話機が呼を受け付けるよ
うに指示された場合、移動電話機は第２の電子機器からの音声信号をヘッドセットに送信
する（ステップ６１４）。移動電話機が呼を拒否するように指示された場合、移動電話機
は呼に応答しない（ステップ６１６）。代わりに、移動電話機は呼を伝言記録装置又はサ
ービスに接続するか、他の適切な機能を実行することが可能である（ステップ６１６）。
【００６８】
上述の実施形態において、無線通信リンクは通信が希望された際に確立又は開かれ、通信
がもはや不要で、終了もしくは切断された際に解放又は閉じられる。遠隔制御装置と電子
機器との間の通信リンクについては通信がもはや不要である場合であっても開いた状態を
維持することも可能である。しかし、この通信リンクを維持することで遠隔制御装置に対
して電池から供給される電力はより早い速度で消費されるため、好ましくないかもしれな
い。
【００６９】
本発明を特定の実施形態を参照して説明してきた。しかし、本発明を上述した好適な実施
形態とは異なる特定の形式で実施可能であることは、本技術分野に属する当業者には容易
に理解されよう。これは本発明の精神を逸脱することなく実施可能である。
【００７０】
例えば、制御される電子機器は移動電話機１０４によって例示されてきた。しかし、これ
は必須ではない。むしろ、本発明の方法はコンピュータ（デスクトップ型又はその他）や
、上述した他の任意の装置等の、任意の他の装置の制御に適合可能である。
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【００７１】
さらに、遠隔制御装置１０２はヘッドセット又は手首装着型装置によって説明されてきた
。しかし、これは必須ではない。むしろ、本発明の方法はここで説明した特性を有する他
の任意形式の装置での利用に適合可能である。
【００７２】
加えて、遠隔制御装置１０２は、長い押下か短い押下のどちらが実行されたかによってあ
るコマンドと他のコマンドが区別される１つのボタン１０６を有する装置として説明され
てきた。他の実施形態においては、これ以外の押下長及び／又は、短時間押下及び／又は
長時間押下の間の数を区別することによってコマンドを識別することができる。
【００７３】
さらに、遠隔制御装置１０２は１つのボタンを有するものに限定されない。遠隔制御装置
１０２は例えば異なる機能が割り当てられた２つ又は４つのボタンを有してもよい。例え
ば、あるボタンは”音量アップ”、別のボタンは”音調ダウン”をそれぞれ表すようにで
きる。他の装置では、これら同じ（又は他の）２つのボタンはそれぞれ”通信開始”及び
”通信終了”を表す。１つのみのボタンを持つ代わりに２つ以上のボタンを持つことで、
例えば、ユーザはボタンを短時間押下するつもりだったが、気づかずに長時間押下として
登録されるに十分な長さ押下してしまうといったような制御の誤りを減らすことができる
。
【００７４】
このように、好適な実施形態は単なる例示であり、いかなる意味においても限定的に解釈
すべきものではない。本発明の範囲は上述の説明ではなく添付の特許請求の範囲によって
与えられ、請求項の範囲に含まれる全ての変形物及び等価物は本発明に包含されることが
意図されている。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の一実施形態に係る遠隔制御装置及び移動電話機のブロック図である。
【図２】　本発明の別の実施形態に係る遠隔制御装置及び移動電話機のブロック図である
。
【図３】　本発明の一実施形態に係る状態機械の状態図である。
【図４】　本発明の別の実施形態に係る状態機械の状態図である。
【図５】　本発明の別の実施形態に従って、遠隔制御装置からなされる発呼を説明するフ
ローチャートである。
【図６】　本発明の別の実施形態に従って、遠隔制御装置に送信される着呼を説明するフ
ローチャートである。
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